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◇
二
〇
二
五
年
度
遠
藤
周
作
学
会 

 

国
際
学
術
交
流
研
究
発
表
会 

 

二
日
後
に
周
作
忌
を
控
え
た
九
月
二
七
日
（
土
）、
日
本
・

ア
メ
リ
カ
・
韓
国
・
中
国
を
結
ん
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
術
交
流
会

が
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
二
部
で
構
成
さ
れ
、
十
時
に
始
ま
っ

た
一
部
は
国
際
学
術
交
流
会
、
昼
休
み
を
挟
ん
で
十
三
時
か
ら

の
二
部
は
研
究
発
表
で
あ
っ
た
。
進
行
役
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
の
山
根
道
公
氏
と
長
崎
純
心
大
学
の
池
田
静
香

氏
が
務
め
ら
れ
た
。
交
流
会
に
先
立
ち
山
根
代
表
よ
り
、
遠
藤

周
作
学
会
初
代
代
表
で
あ
る
笠
井
秋
生
が
逝
去
さ
れ
、『
遠
藤

周
作
研
究
』
第
十
八
号
（
最
新
号
）
で
、
そ
の
ご
功
績
へ
の
感

謝
が
追
悼
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
旨
、
報
告
さ
れ
た
。 

 

 

      

プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
国
際
学
術
交
流
】 

・
特
別
顧
問
ヴ
ァ
ン
・
Ｃ
・
ゲ
ッ
セ
ル 

（
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
学
名
誉
教
授
）
挨
拶 

・
遠
藤
周
作
文
学
館
（
林
田
沙
緒
里
学
芸
員
）
よ
り
企
画
展

紹
介 

・
李
平
春
（
韓
国
・
明
知
大
学
客
員
教
授
）
に
聞
く
（
聞
き

手
・
山
根
道
公
代
表
） 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流 

 

【
研
究
発
表
会
】 

① 
初
期
の
遠
藤
文
学
に
お
け
る
実
存
的
芸
術
観 

―
「
堀
辰
雄
覚
書
」
か
ら
『
青
い
小
さ
な
葡
萄
』
ま
で
」 

 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
大
学
院 

 

葛 

欣
怡 

司
会 

九
州
女
子
大
学 

古
浦 

修
子 

遠
藤
周
作
学
会 

会
報 
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② 
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ゆ
ら
ぎ 

―
『
沈
黙
』
に
お
け
る
ト
ポ
ス
の
移
行
を
中
心
に―

 

立
命
館
大
学
大
学
院 

王 

思
佳 

司
会 

京
都
外
国
語
大
学 

長
濵 

拓
磨 

③ 

遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
論 

―

ロ
ド
リ
ゴ
と
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
融
合―

 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
通
信
教
育
課
程 

藤
井 

由
雄 

司
会 

星
美
学
園
短
期
大
学 

武
田 

秀
美 

 

国
際
学
術
交
流
の
一
人
目
の
発
表
者
、
ヴ
ァ
ン
・
C
・
ゲ
ッ
セ

ル
氏
は
、「
影
に
対
し
て
」
が
収
録
さ
れ
た
新
刊
書P

o
rtra

its o
f 

a
 M

o
th

er

（
『
母
の
肖
像
』）
を
紹
介
さ
れ
た
。
遠
藤
の
短
編
で
は
、

母
へ
の
思
い
が
イ
エ
ス
と
の
関
係
に
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
「
影
に
対
し
て
」
は
父
親
と
の
関
係
が
主
軸
を
な
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、「
対
し
て
」
を
ど
の
よ
う
に
訳
せ
ば
よ
い
か
熟

考
を
重
ね
て
「
向
き
合
う
」
と
い
う
意
味
に
捉
え
、
フ
ロ
ン
ト
と

訳
さ
れ
た
。 

次
に
、
林
田
沙
緒
里
氏
よ
り
、
遠
藤
周
作
文
学
館
の
企
画
展
が

紹
介
さ
れ
た
。
遠
藤
は
、
純
文
学
を
執
筆
し
つ
つ
、
ユ
ー
モ
ア
に

あ
ふ
れ
た
も
う
一
人
の
自
分
を
「
狐
狸
庵
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
狐

狸
庵
」
の
原
点
は
、
中
学
生
の
時
に
読
ん
だ
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

で
、
遠
藤
は
戦
争
な
ど
直
面
す
る
現
実
を
、
弥
次
喜
多
の
よ
う
に

も
の
悲
し
さ
を
秘
め
な
が
ら
お
ど
け
る
、
も
う
一
人
の
自
己
に
投

影
し
た
と
述
べ
、
「
狐
狸
庵
」
を
名
の
る
こ
と
で
読
者
と
の
間
を

縮
め
よ
う
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
林
田
氏
は
解
説
さ
れ
た
。 

最
後
の
李
平
春
氏
は
、
遠
藤
作
品
を
韓
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
き

た
の
み
な
ら
ず
、
五
〇
年
間
に
及
ぶ
遠
藤
の
作
家
人
生
を
模
索
し

た
『
遠
藤
周
作
研
究——

神
と
人
間
の
文
学
』（
二
〇
二
五
年
三
月
）
を

上
梓
さ
れ
た
。
韓
国
で
は
遠
藤
の
生
誕
一
〇
〇
年
（
二
〇
二
三
年
）

に
際
し
、『
沈
黙
』
と
遠
藤
の
生
涯
が
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
放
送
局

で
放
映
さ
れ
た
。
李
氏
は
、
韓
国
で
は
純
文
学
を
執
筆
し
た
遠
藤

の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
「
狐
狸
庵
」

の
お
ど
け
の
面
を
紹
介
し
た
い
と
結
ば
れ
た
。 

第
二
部
で
は
三
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
意
欲
的
な
発
表

で
、
今
後
、
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
全
国

大
会
が
二
〇
二
六
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）
に
京
都
外
国
語
大
学

で
行
わ
れ
る
。「
皆
様
に
対
面
で
お
目
に
か
か
れ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
山
根
代
表
の
言
葉
で
国
際
学
術
交
流
研

究
発
表
会
は
幕
を
閉
じ
た
。
時
差
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海

を
越
え
て
多
く
の
参
加
者
と
有
意
義
な
研
究
会
が
行
わ
れ
た
。
今

後
、
さ
ら
な
る
海
外
研
究
者
と
の
交
流
が
望
ま
れ
る
。 

（
香
川
雅
子
・
記
） 
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◇ 
事
務
局
よ
り 

▼
二
〇
二
五
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
国
際
学
術
交
流
研
究
発
表
会

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
度
移
行
に
伴
い
、
二
〇

二
五
年
度
全
国
大
会
は
二
〇
二
六
年
三
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
会
員
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
、

若
手
研
究
者
の
研
究
発
表
の
場
の
確
保
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
こ

の
国
際
学
術
交
流
研
究
発
表
会
は
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

午
前
三
十
九
名
、
午
後
二
十
九
名
が
参
加
し
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

▼
今
回
の
研
究
発
表
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
修
士
論
文
や
博
士
論
文

の
提
出
を
目
指
す
二
名
の
大
学
院
生
及
び
卒
業
論
文
を
基
に
し

た
社
会
人
学
生
一
人
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遠
藤
文
学
研
究

の
次
の
担
い
手
た
ち
の
活
躍
が
今
後
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
充
実
し

た
内
容
が
、
機
関
誌
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 

 

▼
年
度
移
行
に
よ
り
、
機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
の
発
行
時
期

が
変
わ
り
ま
す
。
第
十
九
号
は
、
二
〇
二
七
年
二
月
発
行
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
投
稿
論
文
の
執
筆
者
募
集
は
、
二
〇
二
六
年
四

月
頃
に
事
務
局
か
ら
メ
ー
ル
で
ご
案
内
し
ま
す
。
二
〇
二
六
年
三

月
に
改
訂
さ
れ
る
投
稿
規
定
を
ご
覧
の
う
え
、
会
員
の
方
々
の
意

欲
的
な
投
稿
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
次
回
の
大
会
は
、
京
都
外
国
語
大
学
に
て
行
わ
れ
ま
す
（
次
ペ

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
紹
介
）。 

第
三
回
目
と
な
り
ま
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
一
九
五
〇
年
代
後

半
か
ら
一
九
六
〇
年
前
半
を
対
象
と
し
、
人
々
の
苦
し
み
や
悲
し

み
に
寄
り
添
う
同
伴
者
の
追
求
を
テ
ー
マ
に
し
て
純
文
学
・
中
間

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
幅
広
い
作
品
ジ
ャ
ン
ル
に
目
を
向
け
た
企

画
を
行
う
予
定
で
す
。 

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
史
を
ご
専
門
に
遠
藤
周
作
に
も
関
心
を
も

つ
会
場
校
の
イ
ン
ド
人
の
先
生
に
よ
る
ご
講
演
も
企
画
中
で
す
。

多
く
の
学
会
員
が
集
い
、
充
実
し
た
研
究
発
表
が
な
さ
れ
、
盛
会

と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

▼
機
関
誌
の
「
遠
藤
周
作
参
考
文
献
目
録
及
び
研
究
展
望
」
は
、

次
号
よ
り
、
香
川
雅
子
氏
が
担
当
さ
れ
ま
す
。
遠
藤
周
作
に
関
す

る
会
員
の
方
々
の
論
文
は
も
ち
ろ
ん
、
入
手
で
き
た
参
考
文
献
に

つ
い
て
の
情
報
を
、
香
川
氏
に
直
接
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

（
Ｅ
メ
ー
ル
：tm

s-k
a

g
a

w
a
@

x
a

2
.so

-n
e
t.n

e
.jp

）。 
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
参
考
文
献
目
録
に
つ
い
て
遺
漏
の
あ
る
場

合
も
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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▼
遠
藤
周
作
学
会
会
報
第
二
〇
号
の
発
行
と
発
送
を
も
ち
ま
し

て
、
事
務
局
長
が
長
崎
純
心
大
学
の
池
田
静
香
氏
に
交
替
と
な
り

ま
す
。 

な
お
、
会
計
は
九
州
女
子
大
学
の
古
浦
が
引
き
続
き
担
当
い
た

し
ま
す
。
新
事
務
局
の
連
絡
先
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

（
文
責 

旧
事
務
局
長 

古
浦
修
子
） 

     

    

遠
藤
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長
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市
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長
崎
純
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研
究
室
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